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モ
ネ
教
授
の
講
演
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
（
一
）

藤　

原　

正　

則

一
．
モ
ネ
先
生
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
二
〇
〇
六
年
の
相
続
法
改
革
に
関
し
て
、
企
業
承
継
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
お
話
し
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

以
下
で
は
、
先
ず
先
生
と
の
対
話
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
日
本
法
に
つ
い
て
報
告
し
、
そ
の
後
に
、
い
く
つ
か
の
質
問
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

二
．
日
本
が
、
一
九
世
紀
末
に
民
法
典
を
制
定
し
た
と
き
、
相
続
に
は
、
家
督
相
続
と
遺
産
相
続
が
あ
っ
た
。
家
督
相
続
と
は
、
家
の
財
産

を
、
原
則
は
長
男
だ
が
、
戸
主
と
な
っ
た
者
一
人
が
相
続
し
、
配
偶
者
お
よ
び
他
の
血
族
に
は
相
続
権
が
な
い
が
、
他
面
で
、
戸
主
は
、
母

親
、
未
成
年
の
係
累
の
扶
養
義
務
を
負
う
と
い
う
制
度
だ
っ
た
。
他
方
で
、
日
本
の
民
法
典
は
、
最
初
の
立
法
作
業
は
フ
ラ
ン
ス
法
の
翻
訳

か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
に
、
骨
格
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
遺
産
相
続
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
類
似
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
共

同
遺
言
の
禁
止
、
同
時
存
在
の
原
則
、
遺
産
に
関
す
る
契
約
は
効
力
が
な
い
な
ど
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
家
督
相
続
は
廃
止
さ
れ
、
配
偶
者
、（
相
続
分
は
嫡
出
子
の
半
分
だ
っ
た
が
）
非
嫡
出
子
に
も
相
続
権

が
与
え
ら
れ
た
（
二
〇
一
三
年
に
、
最
高
裁
は
、
非
嫡
出
子
の
相
続
分
に
関
し
て
、
違
憲
判
決
を
下
し
、
法
改
正
さ
れ
た
）。

　

日
本
に
は
、
例
え
ば
、
遺
言
で
、
用
益
権
と
用
益
権
の
負
担
が
つ
い
た
所
有
権
（
虚
有
権
）
を
贈
与
す
る
と
い
っ
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
恵
与

の
よ
う
な
制
度
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
家
族
法
改
正
で
事
業
承
継
、
特
に
、
農
家
承
継
に
関
し
て
は
、
経
営
の
細
分

化
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
と
い
う
要
件
で
、
ド
イ
ツ
法
に
倣
っ
て
遺
留
分
の
生
前
放
棄
の
制
度
を
導
入
し
た
。

さ
ら
に
、
遺
留
分
減
殺
請
求
に
応
じ
る
に
は
、
現
物
返
還
が
原
則
だ
が
、
義
務
者
は
価
格
賠
償
を
選
択
で
き
る
。
た
だ
し
、
農
家
相
続
に
関
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し
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
小
作
農
の
解
放
を
目
指
し
た
、
農
地
法
が
制
定
さ
れ
、
農
業
実
績
の
な
い
者
は
農
地
の
取
得
は
で
き
ず
、

農
地
の
譲
渡
に
は
、
都
道
府
県
知
事
、
又
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
、
現
実
に
は
遺
産
分
割
で
、
農
地
は
農
業
承
継

者
の
一
人
に
相
続
さ
れ
、
農
地
の
細
分
化
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
問
題
は
顕
在
化
し
な
っ
た
。

三
．
企
業
承
継
に
関
し
て
は
、
日
本
は
株
式
会
社
の
割
合
が
き
わ
め
て
多
い
。
だ
か
ら
、
仮
に
、
事
業
を
構
成
す
る
財
産
を
一
人
に
集
中
さ

せ
な
く
と
も
、
指
揮
権
の
一
元
化
は
と
も
か
く
、
企
業
の
解
体
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
恐
ら
く
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
人
的
会
社
、
組
合
な
ど
が

多
い
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
す
る
。
日
本
で
は
、
個
人
商
は
例
外
で
、
多
く
は
有
限
会
社
に
は
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
最
近
の
日

本
で
の
会
社
法
の
改
正
で
、
一
層
助
長
さ
れ
る
と
予
測
で
き
る
。

　

今
一
つ
、
日
本
の
特
徴
は
、
贈
与
税
率
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
相
続
税
に
比
べ
て
、
贈
与
税
は
き
わ
め
て
高
い
。
し
か
も
、
贈
与
税
に
対

す
る
税
控
除
措
置
も
、
最
近
導
入
さ
れ
た
、
二
〇
年
以
上
婚
姻
関
係
に
あ
る
配
偶
者
へ
の
贈
与
な
ど
の
例
外
を
除
い
て
は
、
き
わ
め
て
少
な

い
。
だ
か
ら
、
生
前
の
贈
与
、
な
い
し
は
、
恵
与
に
対
し
て
、
日
本
法
は
抑
圧
的
で
あ
る
。

四
．
中
小
企
業
の
承
継
に
関
し
得
て
は
、「
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」（
二
〇
〇
八
年
）
が
最
近
に
な
っ

て
制
定
さ
れ
た
。

　

規
模
の
小
さ
な
会
社
で
、
推
定
相
続
人
の
一
人
で
あ
り
、
株
式
の
過
半
数
を
相
続
、
遺
贈
、
贈
与
で
取
得
し
た
後
継
者
に
、
旧
代
表
者
が
、

株
式
の
贈
与
を
行
っ
た
場
合
に
、

（
一
）
贈
与
さ
れ
た
株
式
を
、
遺
留
分
算
定
の
基
礎
財
産
か
ら
除
外
す
る
合
意
（
除
外
合
意
）、
な
い
し
は
、
贈
与
時
の
価
格
を
遺
留
分
の

基
礎
財
産
の
算
定
の
基
礎
と
す
る
（
固
定
合
意
）
を
、
推
定
相
続
人
は
全
員
で
合
意
で
き
る
。

（
二
）
た
だ
し
、
そ
の
際
に
、
後
継
者
が
合
意
の
対
象
と
し
た
株
式
を
処
分
し
た
場
合
、
お
よ
び
、
旧
代
表
者
の
生
前
に
後
継
者
が
経
営
に

従
事
し
な
く
な
っ
た
場
合
の
措
置
も
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
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（
三
）
さ
ら
に
、
経
済
産
業
大
臣
の
確
認
と
家
庭
裁
判
所
の
許
可
が
必
要
だ
、
と
い
う
の
が
そ
の
概
要
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
法
律
の
普
及
、
実
効
性
に
関
し
て
は
、
未
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

五
．
最
後
に
、
先
生
の
紹
介
さ
れ
た
二
〇
〇
六
年
の
相
続
法
改
正
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
質
問
を
し
、
日
本
で
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題
に

対
し
て
、
先
生
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
と
考
え
る
。

（
一
）
二
〇
〇
六
年
の
改
正
は
、
主
に
、
事
業
承
継
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
か
。
ド
イ
ツ
で
も
、
二
〇
一
〇
年
に
遺
留
分
を
中
心
に
相
続
法

改
正
を
し
た
が
、直
接
の
目
的
は
企
業
承
継
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、遺
留
分
制
度
の
存
在
意
義
に
対
す
る
懐
疑
的
な
議
論
が
背
景
と
な
っ

て
い
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
遺
留
分
の
請
求
に
応
じ
る
猶
予
の
緩
和
な
ど
、
企
業
承
継
を
念
頭
に
お
い
た
改
正
も
あ
る
。

（
二
）
死
後
委
任
を
管
理
に
限
っ
た
の
も
、
企
業
の
継
続
の
援
助
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
、
委
任
は
委
任
者
（
相
続
人
）
か
ら
の
任
意
の
解

除
が
可
能
な
は
ず
だ
が
、
解
除
権
は
制
限
さ
れ
て
い
る
の
か
。
制
限
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
法
は
。

（
三
）
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
伝
統
的
に
、
例
外
を
除
い
て
、
継
伝
処
分
に
敵
対
的
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
一
代
に
限
っ
て
と
は
い
え
、
フ
ラ
ン
ス

で
の
反
対
論
は
な
か
っ
た
の
か
。
さ
ら
に
、
継
伝
処
分
と
用
益
権
と
虚
有
権
の
恵
与
は
、
機
能
は
き
わ
め
て
類
似
す
る
が
、
従
来
は
、
前
者

は
制
限
的
で
、
後
者
は
可
能
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
前
者
で
は
、
所
有
権
か
ら
処
分
権
が
奪
わ
れ
る
か
ら
か
。

（
四
）
日
本
で
は
、
死
後
委
任
を
認
め
た
判
例
が
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
少
額
と
は
い
え
、
死
因
贈
与
の
申
込
み
と
履
行
を
、
受
任
者
に

委
任
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を
巡
っ
て
、
日
本
で
は
議
論
が
あ
る
が
、
反
対
論
は
、
遺
言
の
方
式
の
潜
脱
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
死
後

委
任
で
の
、
死
因
贈
与
の
履
行
に
対
し
て
、
先
生
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

今
一
つ
、
後
継
ぎ
遺
贈
と
よ
ば
れ
て
い
る
の
だ
が
、
特
定
財
産
（
不
動
産
）
に
関
す
る
継
伝
処
分
の
有
効
性
に
関
し
て
、
日
本
で
は
、
現

在
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
受
益
者
連
続
信
託
に
よ
れ
ば
、
同
一
の
目
的
が
達
成
で
き
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
し
か
し
、
現

実
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
が
、
日
本
の
現
状
で
あ
る
。
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（
五
）
最
後
に
、
二
〇
〇
六
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
相
続
法
は
ド
イ
ツ
相
続
法
と
の
共
通
性
を
多
く
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
。（
ド
イ
ツ
法
に
関
し
て
、先
生
に
伺
う
の
も
お
か
し
な
話
だ
が
）先
生
か
ら
、何
か
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

日
本
の
視
角
か
ら
は
、や
は
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
は
、法
制
度
の
違
い
は
あ
れ
、相
続
慣
行
な
ど
を
含
め
て
共
通
性
が
多
い
と
考
え
て
い
る
。

モ
ネ
教
授
の
答
え
、
な
い
し
は
、
コ
メ
ン
ト
の
概
要

一
．
フ
ラ
ン
ス
の
二
〇
〇
六
年
の
法
改
正
の
背
景
は
、
事
業
承
継
（
だ
け
）
で
は
な
い
。
特
に
、
障
害
者
団
体
な
ど
が
、
障
害
者
の
生
活
設

計
の
た
め
の
継
伝
処
分
の
必
要
性
を
説
き
、
反
対
で
き
る
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
事
業
承
継
で
主
に
想
定
し
て
い
る
の
は
、
小
規
模
の
個
人
商
、
人
的
会
社
で
あ
る
。

二
．
継
伝
処
分
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
精
神
に
反
す
る
と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
処
分
権
の
制
限
さ
れ
た
財
産
を
連
続

し
て
承
継
す
る
と
い
う
の
は
、
貴
族
の
世
襲
財
産
の
保
全
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
処
分
権
を
制
限
さ
れ
た
所
有
権
に
問
題
が

あ
る
と
い
う
批
判
だ
っ
た
。
し
か
し
、先
述
し
た
よ
う
に
、障
害
者
団
体
の
要
請
で
、限
ら
れ
た
範
囲
で
は
認
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

三
．
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
死
後
委
任
は
相
続
財
産
の
清
算
が
目
的
だ
か
ら
、
相
続
人
（
委
任
者
）
の
解
除
は
可
能
だ
が
、
そ
の
意
味
は
な
い
。

日
本
の
死
後
委
任
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
予
定
し
て
い
る
も
の
よ
り
強
力
な
よ
う
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
遺
産
の
清
算
の
た
め
の
死
後
委

任
を
想
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
継
続
的
な
遺
言
執
行
の
よ
う
な
制
度
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

四
．
日
本
か
ら
み
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
の
相
続
法
に
は
類
似
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
貴
族
の
世
襲
財
産
を
認

め
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
法
は
異
質
だ
と
い
え
る
。


